
【
要
求
】
小
五
や
中
二
が

宿
泊
学
習
で
利
用
す
る
舘

岩
に
常
勤
の
看
護
師
等
を

配
置
す
る
こ
と
。

【
要
求
】
人
間
関
係
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
回
数
を
減
ら
す

こ
と
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
す
る
一
日
研
修
は

半
日
等
に
改
善
す
る
こ
と
。

【
要
求
】
紙
等
の
消
耗
品

費
、
校
舎
の
劣
化
・
損
傷

等
に
対
す
る
修
繕
料
を
増

額
す
る
こ
と
。

【
要
求
】
市
教
委
内
に
総

括
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
。
職
員

代
表
と
し
て
市
教
組
代
表

を
入
れ
る
こ
と
。

【
要
求
】
人
事
評
価
制
度

で
、
年
度
当
初
の
校
長
と

教
頭
の
自
己
申
告
シ
ー
ト

の
記
載
内
容
の
教
職
員
へ

の
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
。
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さ
い
た
ま
市
教
組
は
、
七
月
一
七
日
、
「
学
校
運
営
並
び

に
教
育
条
件
整
備
等
に
つ
い
て
の
要
求
書
」
に
基
づ
く
市
教

委
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
市
教
委
か
ら
は
、
学
校

管
理
部
・
学
校
教
育
部
・
生
涯
教
育
部
の
各
部
か
ら
、
教
職

員
課
長
、
指
導
一
課
長
、
指
導
二
課
長
、
教
育
総
務
課
長
、

学
校
施
設
課
長
、
教
育
財
務
課
長
、
学
事
課
長
、
健
康
教
育

課
長
、
教
育
研
究
所
長
、
舘
岩
少
年
自
然
の
家
所
長
、
体
育

課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
市
教
組
か
ら
は
山
本
委
員
長
ほ
か

二
三
名
が
参
加
し
、
現
場
の
声
を
率
直
に
出
し
ま
し
た
。

要
求
項
目
に
対
す
る
市
教
委
回
答
を
特
集
し
ま
す
。
項
目

と
回
答
（
囲
み
部
分
）
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

常
勤
の
看
護
師
配
置

は
早
急
に
は
無
理
で
あ

る
。
舘
岩
・
南
郷
・
六

日
町
で
の
宿
泊
学
習
に

は
看
護
師
の
学
校
派
遣

か
現
地
へ
の
同
行
の
方

向
で
人
材
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

八
月
の
市
報
に
募
集

要
項
を
掲
載
す
る
準
備

を
し
て
い
る
。
四
〜
五

人
は
確
保
し
た
い
。
年

度
内
実
施
も
考
え
る
。

繰
り
返
し
実
施
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
今
年

度
、
資
料
作
成
委
員
会

を
作
り
、
補
助
資
料
を

作
成
す
る
。
授
業
で
の

工
夫
を
い
く
つ
か
用
意

し
、
提
供
す
る
。

研
修
は
夏
季
休
業
中

の
実
施
や
半
日
も
視
野

に
入
れ
検
討
す
る
。

市
全
体
で
経
常
経
費

が
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、

予
算
確
保
に
努
め
る
。

特
別
修
繕
に
つ
い
て

は
危
険
性
・
緊
急
性
等

個
々
の
状
況
を
勘
案
し
、

対
応
し
た
い
。

学
校
教
育
部
と
協
議

し
た
い
。

（

市
教
組
「
ぜ
ひ
設
置

す
る
べ
き
。
教
育
総
務

課
、
健
康
教
育
課
、
教

職
員
課
を
含
め
、
協
議

を
継
続
す
る
こ
と
」
）

話
し
合
い
は
続
け
る
。

校
長
は
自
己
申
告
シ
ー

ト
作
成
後
、
教
職
員
に

説
明
・
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

【
要
求
】
超
過
勤
務
の
解
消
を
す
す
め
る
こ

と
。
割
振
変
更
簿
を
配
布
し
、
時
間
調
整
等

に
つ
い
て
、
例
外
な
く
記
入
す
る
よ
う
校
長

に
指
導
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

○
割
振
変
更
簿
は
一
人
一
人
に
配
布

す
る
も
の
。

○
学
年
会
は
も
ち
ろ
ん
勤
務
で
あ
り
、

勤
務
時
間
を
超
過
し
て
い
れ
ば
変

更
簿
に
書
く
。

○
学
校
日
誌
に
記
入
し
た
も
の
で
も
、

個
々
に
調
整
の
日
が
異
な
る
場
合

は
、
変
更
簿
に
記
入
す
る
。

○
い
ず
れ
も
本
年
三
月
一
六
日
付
市

教
委
発
出
文
書
（
第
二
七
三
三
号
）

を
よ
く
読
ん
で
欲
し
い
。

○
管
理
訪
問
で
は
、
変

更
簿
が
作
ら
れ
て
い

る
か
を
見
て
い
る
。

○
変
更
簿
の
保
管
場
所
に
つ
い
て
は

学
校
で
工
夫
し
て
欲
し
い
。

《
注
》
年
休
簿
等
と
同
じ
よ
う
に
、
す
ぐ
に

利
用
で
き
る
場
所
が
よ
い
。

《
注
》
管
理
職
が
記
入
す
る
の
で
は
な
い
。

本
人
が
記
入
す
る
。

《
注
》
度
重
な
る
市
教
委
と
の
交
渉
で
確
認

し
て
い
る
こ
と
は
左
記
の
通
り
。

超
過
勤
務
の
対
象
は
、
職
員
会
議
、
研
修

会
、
生
徒
指
導
、
三
者
面
談
・
保
護
者
面

談
な
ど
保
護
者
と
の
対
応
、
家
庭
訪
問
、

分
掌
の
会
議
、
学
年
会
、
駅
伝
や
サ
ッ
カ
ー
・

バ
ス
ケ
・
水
泳
・
金
管
等
の
朝
練
集
や
放

課
後
練
習
な
ど
で
す
。

【
要
求
】
市
内
の
小
中
学
校
の
耐
震
強
度
の

調
査
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
構
造
耐

震
指
標
（
Ｉ
ｓ
値
）
が
０
．
３
未
満
の
学
校

名
を
公
表
し
、
対
策
を
示
す
こ
と
。

【
回
答
】
第
一
次
診
断
（
図
面
上
の
診
断
）

が
終
わ
り
、
第
二
次
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
抜

き
取
り
検
査
）
を
実
施
し
て
い
る
。
必
要
に

応
じ
補
強
工
事
を
行
う
。

【
組
合
】
０
．
３
未
満
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
（
第
一
次
診
断
で
）
０
．
３
未
満

は
あ
る
。
第
二
次
診
断
結
果
は
年
度
末
に
判

明
す
る
。
０
．
３
未
満
で
も
原
則
は
補
強
で

や
る
。

【
組
合
】
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
強
度
偽
装
問

題
で
は
０
．
３
未
満
は
立
替
が
原
則
の
よ
う

だ
が
。
な
ぜ
補
強
で
良
い
の
か
。

【
回
答
】
文
科
省
は
０
．
３
未
満
で
も
補
強

で
も
い
い
と
示
し
て
い
る
。

《
注
》
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉ
ｓ
値
）
と
は
、

建
築
物
の
耐
震
性
能
（
地
震
に
対
す
る
安
全

性
）
を
数
値
化
し
た
も
の
で
、
各
階
ご
と
に

算
出
す
る
。
◇
０
．
３
未
満
＝
大
地
震
時
に

倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

◇
０
．
３
以
上
０
．
６
未
満
＝
大
地
震
時
に

倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る

◇
０
．
６
以
上
＝
大
地
震
時
に
倒
壊
し
、
又

は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
。

■
交
渉
翌
日
、
文
部
科
学
省
施
設
助
成
課
調

査
係
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
◇
国
土
交
通

省
は
０
．
６
以
上
と
示
し
て
い
る
。
文
科
省

は
０
．
７
以
上
へ
の
補
強
工
事
に
対
し
、
国

庫
補
助
を
す
る
。
０
．
３
未
満
の
校
舎
改
築

の
場
合
も
国
庫
補
助
す
る
。
０
．
３
未
満
の

補
強
工
事
に
対
し
て
補
助
は
し
な
い
。

※
文
科
省
が
０
．
７
以
上
と
し
た
根
拠
は
児

童
生
徒
が
学
習
す
る
場
で
あ
る
こ
と
、
災
害

時
に
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
考
え
ら
れ
ま
す
。


